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翌
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条
 
 
例
 

 
福
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免

除
に
関
す
る
条
例
、
福
島
県
電
気
用
品
安
全
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
、福
島
県
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
、

福
島
県
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
条
例
、
福
島
県
食
品
衛
生
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
及
び
福
島
県
租
税
特
別
措
置
法
第
二
十
八
条
の
四
等
の
規
定
の
施
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
 

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 

福
島
県
条
例
第
四
十
八
号
 

福
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

福
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
島
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
、
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
額
」
を
削
る
。
 

附
則
第
十
三
条
第
一
号
中
「
第
九
条
第
五
項
」
を
「
第
九
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。
 

附
 
則
 

１
 
こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
十
三
条
の
改
正
規
 

定
は
、
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
十
号
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の

い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

２
 
改
正
後
の
福
島
県
税
条
例
第
三
十
一
条
の
二
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
 

人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
五
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。
 

（
税
 
務
 
課
）
 

 福
島
県
条
例
第
四
十
九
号
 

福
島
県
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
 

（
趣
旨
）
 

第
一
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
六
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
四
条
第
九
項
（
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第

五
十
一
条
又
は
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
認
定
（
法

第
六
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。
以
下
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
法
第
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
復
興
推
進
計
画
に
定
め
ら
れ
た
同
条
第
二
項
第
四
号
イ
に
規
定
す
る
復
興
産
業
集

積
区
域
（
以
下
単
に
「
復
興
産
業
集
積
区
域
」
と
い
う
。
）
に
係
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

（
県
税
の
課
税
免
除
）
 

第
二
条
 
復
興
産
業
集
積
区
域
内
に
お
い
て
、
当
該
復
興
産
業
集
積
区
域
に
係
る
認
定
の
日
か
ら
平
成

二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
第
四
十
三
条
の
地
方
税

の
課
税
免
除
又
は
不
均
一
課
税
に
伴
う
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
三

年
総
務
省
令
第
百
六
十
八
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
号
に
規

定
す
る
対
象
施
設
等
（
以
下
「
対
象
施
設
等
」
と
い
う
。
）
を
新
設
し
、
又
は
増
設
し
た
者
（
法
第

二
条
第
三
項
第
二
号
イ
（
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
第
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
同
号
ロ
（
同
法
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
 

場
合
を
含
む
。
）
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
す
る
個
人
事
業
者
又
は
法
人
で
法
第
三
十
七
条
第
一
項
若

し
く
は
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
事
業
者
又
は
法
第
四
十
条
第
一
項
（
福
島
復
興
再

生
特
別
措
置
法
第
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
 

指
定
法
人
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
、
認
定
の
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

当
該
指
定
事
業
者
又
は
当
該
指
定
法
人
の
指
定
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
に
対
し
て
は
、
次
の
各

号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
県
税
を
免
除
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 
一
 
事
業
税
に
あ
っ
て
は
、
当
該
新
設
し
、
又
は
増
設
し
た
対
象
施
設
等
を
事
業
の
用
に
供
し
た
日

の
属
す
る
年
以
降
五
箇
年
の
間
の
各
年
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
の
用
に
供
し
た
日
の
属

す
る
事
業
年
度
の
開
始
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
箇
年
の
間
に
お
け
る
各
事
業
年
度
）
に
係
る
所
得

又
は
収
入
金
額
（
県
に
お
い
て
課
す
る
事
業
税
の
課
税
標
準
額
と
な
る
も
の
を
い
う
。
）
の
う
ち

当
該
対
象
施
設
等
に
係
る
も
の
と
し
て
省
令
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
対
し
て
課
す
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る
も
の
 

 
二
 
不
動
産
取
得
税
に
あ
っ
て
は
、
当
該
新
設
し
、
又
は
増
設
し
た
対
象
施
設
等
で
あ
る
家
屋
及
び

そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
取
得
（
認
定
の
日
以
後
の
取
得
に
限
り
、
か
つ
、
土
地
の
取
得
に
つ
い

て
は
、
そ
の
取
得
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
当
該
土
地
を
敷
地
と
す
る
当
該
家
屋

の
建
設
の
着
手
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
の
取
得
に
限
る
。
）
に
対
し
て
課
す
る
も
の
 

 
三
 
固
定
資
産
税
に
あ
っ
て
は
、
当
該
新
設
し
、
又
は
増
設
し
た
対
象
施
設
等
で
あ
る
大
規
模
償
却

資
産
（
地
方
税
法
第
三
百
四
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
大
規
模
償
却
資
産
を
い
う
。
）
に

対
し
て
課
す
る
も
の
（
当
該
大
規
模
償
却
資
産
を
取
得
し
、
又
は
製
作
し
た
日
以
後
最
初
に
到
来

す
る
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
の
属
す
る
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
会
計
年
度
（
以
下
「
初
年
度
」

と
い
う
。
）
以
降
五
箇
年
度
の
間
に
課
す
べ
き
も
の
に
限
る
。
）
 

 
（
適
用
）
 

第
三
条
 
前
条
又
は
福
島
県
税
特
別
措
置
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
福
島
県
条
例
第
十
九
号
）
第
三
条
若

し
く
は
第
五
条
か
ら
第
六
条
の
二
ま
で
の
規
定
に
よ
る
県
税
の
課
税
免
除
若
し
く
は
同
条
例
第
九
条

か
ら
第
九
条
の
六
ま
で
の
規
定
に
よ
る
県
税
の
不
均
一
課
税
に
つ
い
て
は
、
納
税
義
務
者
の
選
択
に

よ
り
、
い
ず
れ
か
一
の
規
定
を
適
用
す
る
。
 

 
（
課
税
免
除
の
申
請
）
 

第
四
条
 
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
県
税
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
又
は
固

定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
で
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
申
請
期
限
ま
で
に
、

規
則
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
課
税
免
除
申
請
書
に
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類
を
添
付
し
て
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
一
 
個
人
の
事
業
税
の
納
税
義
務
者
 
対
象
施
設
等
を
事
業
の
用
に
供
し
た
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
 
 

以
降
五
箇
年
の
間
の
各
年
の
三
月
十
五
日
（
年
の
中
途
に
お
い
て
事
業
を
廃
止
し
た
場
合
に
は
、

当
該
事
業
の
廃
止
の
日
か
ら
一
月
を
経
過
す
る
日
）
 

 
二
 
法
人
の
事
業
税
の
納
税
義
務
者
 
対
象
施
設
等
を
事
業
の
用
に
供
し
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度

の
開
始
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
箇
年
の
間
に
お
け
る
各
事
業
年
度
の
事
業
税
に
つ
い
て
福
島
県
税

条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
島
県
条
例
第
五
十
号
）
第
三
十
九
条
の
十
一
第
一
項
各
号
（
第
五
号
を

除
く
。
）
に
規
定
す
る
申
告
納
付
す
べ
き
期
間
の
末
日
 

 
三
 
不
動
産
取
得
税
の
納
税
義
務
者
 
当
該
不
動
産
を
取
得
し
た
日
か
ら
六
十
日
を
経
過
す
る
日
 

 
四
 
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
 
初
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
三
月
二
十
日
 

 
（
課
税
免
除
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
べ
き
旨
の
申
告
が
あ
っ
た
場
合
の
不
動
産
取
得
税
の
納
期
限
の

延
長
）
 

第
五
条
 
知
事
は
、
不
動
産
取
得
税
の
納
税
義
務
者
で
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
対
象
施
設
等
で
あ

る
家
屋
の
敷
地
で
あ
る
土
地
を
取
得
し
た
も
の
か
ら
、
当
該
土
地
に
係
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

同
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
べ
き
旨
の
申
告
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
申
告
が
真
実
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
当
該
不
動
産
取
得
税
の
納
期
限
の
翌
日
か
ら
当
該
不
動
産
取
得
税
が
同
条
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
日
ま
で
の
期
間
を
限
っ
て
、
当
該
不
動
産
取
得
税
の
納
期
限
を
延
長
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
前
項
の
納
期
限
の
延
長
の
申
請
を
す
る
者
は
、
規
則
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
に
第
二
条
の

規
定
の
適
用
が
あ
る
べ
き
こ
と
を
証
明
す
る
に
足
り
る
書
類
を
添
付
し
て
、
福
島
県
税
条
例
第
四
十

条
の
七
の
規
定
に
よ
り
当
該
土
地
の
取
得
の
事
実
を
申
告
す
る
際
併
せ
て
こ
れ
を
知
事
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
（
委
任
）
 

第
六
条
 
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で

定
め
る
。
 

 
 
 
附
 
則
 

 
（
施
行
期
日
）
 

１
 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

 
（
経
過
措
置
）
 

２
 
こ
の
条
例
の
規
定
は
、
認
定
の
日
以
降
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）

の
前
日
ま
で
の
間
に
当
該
認
定
に
係
る
復
興
産
業
集
積
区
域
内
に
お
い
て
、
対
象
施
設
等
を
新
設
し
、

又
は
増
設
し
た
者
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。
 

３
 
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
に
課
さ
れ
た
、
又
は
課
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
次
に
掲
げ
る
県

税
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
申
請
期
限
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
か
ら

起
算
し
て
六
十
日
を
経
過
し
た
日
と
す
る
。
 

 
一
 
認
定
の
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
対
象
施
設
等
を
事
業
の
用
に
供
し
、
当
該
期
間
中

に
事
業
の
廃
止
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
事
業
に
係
る
平
成
二
十
四
年
度
分
の
個
人
の
事
業

税
 

 
二
 
対
象
施
設
等
を
事
業
の
用
に
供
し
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
所
得
又
は
収
入
金
額
に
係
る
事

業
税
に
つ
い
て
認
定
の
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
申
告
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該

申
告
に
係
る
法
人
の
事
業
税
 

 
三
 
対
象
施
設
等
の
取
得
の
日
が
認
定
の
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
に
お
け
る

家
屋
又
は
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
取
得
に
係
る
不
動
産
取
得
税
 

（
福
島
県
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
改
正
）
 

４
 
福
島
県
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

第
一
条
中
「
こ
の
条
例
は
、
」
を
削
り
、
「
基
づ
き
、
」
を
「
基
づ
く
」
に
、
「
関
し
て
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
」
を
「
関
し
て
は
、
他
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
に
改
め
る
。
 

（
税
 
務
 
課
）
 

 福
島
県
条
例
第
五
十
号
 

福
島
県
電
気
用
品
安
全
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
 

福
島
県
電
気
用
品
安
全
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
三
年
福
島
県
条
例

第
十
七
号
）
は
、
廃
止
す
る
。
 

附
 
則
 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

（
消
費
生
活
課
）
 

 福
島
県
条
例
第
五
十
一
号
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福
島
県
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
 

る
条
例
 

福
島
県
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
三
年
福
島

県
条
例
第
十
九
号
）
は
、
廃
止
す
る
。
 

附
 
則
 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

（
消
費
生
活
課
）
 

 福
島
県
条
例
第
五
十
二
号
 

福
島
県
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
条
例
 

（
目
的
）
 

第
一
条
 
こ
の
条
例
は
、
口
腔
の
健
康
が
県
民
が
健
康
で
質
の
高
い
生
活
を
営
む
上
で
基
礎
的
か
つ
重
 

要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
鑑
み
、
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
 

第
九
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
歯
科
口
腔
保
健
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る
歯

科
口
腔
保
健
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
及
び
県
の
責
務
等
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

こ
と
等
に
よ
り
、
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
も
っ

て
県
民
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
の
保
持
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

（
基
本
理
念
）
 

第
二
条
 
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
施
策
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
と
し
て
行
わ
れ
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
一
 
県
民
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
日
常
生
活
に
お
い
て
む
し
歯
、
歯
周
病
、
歯
の
欠
損
、
顎
関
節
症
、

不
正
咬
合
そ
の
他
の
歯
科
疾
患
の
予
防
に
向
け
た
取
組
を
行
う
と
と
も
に
、
歯
科
疾
患
を
早
期
に

発
見
し
、
及
び
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
促
進
す
る
こ
と
。
 

  二
 
乳
児
期
（
満
一
歳
に
満
た
な
い
期
間
を
い
う
。
第
六
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
高
齢

期
（
六
十
五
歳
以
上
の
期
間
を
い
う
。
第
六
条
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の

時
期
に
お
け
る
口
腔
及
び
そ
の
機
能
の
状
態
並
び
に
歯
科
疾
患
の
特
性
に
応
じ
て
、
適
切
か
つ
効

果
的
に
歯
科
口
腔
保
健
を
推
進
す
る
こ
と
。
 

  三
 
保
健
、
医
療
、
社
会
福
祉
、
労
働
衛
生
、
教
育
そ
の
他
の
関
連
す
る
施
策
と
の
有
機
的
な
連
携

を
図
り
つ
つ
、
そ
の
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
総
合
的
に
歯
科
口
腔
保
健
を
推
進
す
る
こ
と
。
 

（
県
の
責
務
）
 

第
三
条
 
県
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
国
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
歯
科
口
腔
保
健
の
推
 

進
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。
 

２
 
県
は
、
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
並
び
に
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯

科
技
工
士
そ
の
他
の
歯
科
医
療
又
は
保
健
指
導
に
係
る
業
務
（
以
下
「
歯
科
医
療
等
業
務
」
と
い
 

う
。
）
に
従
事
す
る
者
（
以
下
「
歯
科
医
療
等
業
務
従
事
者
」
と
い
う
。
）
並
び
に
保
健
、
医
療
（
歯

科
医
療
を
除
く
。
）
、
社
会
福
祉
、
労
働
衛
生
、
教
育
そ
の
他
の
関
連
す
る
分
野
の
業
務
に
従
事
す

る
者
及
び
こ
れ
ら
の
業
務
を
行
う
団
体
（
以
下
「
保
健
等
業
務
従
事
者
等
」
と
い
う
。
）
と
の
連
携

及
び
協
力
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 

３
 
県
は
、
市
町
村
、
事
業
者
（
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第

三
号
に
規
定
す
る
事
業
者
を
い
う
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
医
療
保
険
者
（
介
護
保

健
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
第
七
項
に
規
定
す
る
医
療
保
険
者
を
い
う
。
次
条

第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
う
歯
科
口
腔
保
健
に
関
す
る
取
組
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

（
歯
科
医
療
等
業
務
従
事
者
等
の
役
割
）
 

第
四
条
 
歯
科
医
療
等
業
務
従
事
者
は
、
歯
科
口
腔
保
健
（
歯
の
機
能
の
回
復
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）

に
資
す
る
よ
う
、
医
師
そ
の
他
歯
科
医
療
等
業
務
に
関
連
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
と
の
緊
密
な
連
 

携
を
図
り
つ
つ
、
適
切
に
そ
の
業
務
を
行
う
と
と
も
に
、
県
が
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
し
て
講
 

ず
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
保
健
等
業
務
従
事
者
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
お
い
て
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
そ
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
活
動
を
行
う
国
、
市
町
村
及

び
歯
科
医
療
等
業
務
従
事
者
と
連
携
及
び
協
力
を
し
、
並
び
に
県
が
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
し

て
講
ず
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 

３
 
事
業
者
は
、
使
用
す
る
労
働
者
に
対
す
る
歯
科
に
係
る
検
診
及
び
保
健
指
導
の
機
会
の
確
保
そ
の

他
の
歯
科
口
腔
保
健
に
関
す
る
取
組
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 

４
 
医
療
保
険
者
は
、
県
内
の
被
保
険
者
及
び
そ
の
被
扶
養
者
の
歯
科
に
係
る
検
診
、
保
健
指
導
の
機

会
の
確
保
そ
の
他
の
歯
科
口
腔
保
健
に
関
す
る
取
組
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 

（
県
民
の
役
割
）
 

第
五
条
 
県
民
は
、
歯
科
口
腔
保
健
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
日
常
生
活
に
 

お
い
て
自
ら
歯
科
疾
患
の
予
防
に
向
け
た
取
組
を
行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
に
歯
科
に
係
る
検
診
を

受
け
る
こ
と
及
び
必
要
に
応
じ
て
歯
科
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
（
以
下
「
定
期
的
歯
科
検
診
受

診
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
歯
科
口
腔
保
健
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 

（
基
本
的
施
策
の
実
施
）
 

第
六
条
 
県
は
、
歯
科
口
腔
保
健
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
施
策
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
実
 

施
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。
 

  一
 
乳
児
期
、
幼
児
期
（
満
一
歳
か
ら
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
）
及

び
学
齢
期
（
小
学
校
就
学
か
ら
義
務
教
育
を
終
了
す
る
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
）
に
お
け
る
む
し

歯
予
防
対
策
の
推
進
の
た
め
、
フ
ッ
化
物
応
用
そ
の
他
の
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
む
し
歯
予
防
対

策
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
施
策
 

 
二
 
成
人
期
（
十
八
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
）
に
お
け
る
歯
周
炎
、
歯
肉
炎
そ
の

他
の
歯
周
疾
患
の
予
防
対
策
及
び
進
行
抑
制
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
策
 

 
三
 
高
齢
期
に
お
け
る
口
腔
機
能
（
か
む
、
そ
し
ゃ
く
す
る
そ
の
他
の
口
腔
に
関
す
る
機
能
を
い

う
。
）
の
維
持
向
上
の
た
め
に
必
要
な
施
策
 

  四
 
障
害
者
及
び
介
護
を
必
要
と
す
る
者
が
定
期
的
歯
科
検
診
受
診
等
又
は
歯
科
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
 

  五
 
県
民
に
対
す
る
定
期
的
歯
科
検
診
受
診
等
の
勧
奨
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
 

  六
 
歯
科
医
療
等
業
務
従
事
者
の
確
保
及
び
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
 

  七
 
歯
科
口
腔
保
健
に
関
す
る
実
態
の
定
期
的
な
調
査
そ
の
他
の
歯
科
口
腔
保
健
に
関
す
る
調
査
及
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び
研
究
の
推
進
並
び
に
そ
の
成
果
の
活
用
の
促
進
の
た
め
に
必
要
な
施
策
 

  八
 
歯
科
口
腔
保
健
に
関
す
る
知
識
及
び
歯
科
疾
患
の
予
防
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る
普
及
啓
発
そ

の
他
の
歯
科
口
腔
保
健
に
関
す
る
県
民
の
意
識
を
高
め
る
た
め
の
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要

な
施
策
 

 
九
 
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
歯
科
口
腔
保
健
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に

必
要
な
施
策
 

 
（
歯
科
保
健
基
本
計
画
の
策
定
）
 

第
七
条
 
知
事
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
法
第
十
三
 

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
基
本
計
画
（
以
下
「
歯
科
保
健
基

本
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
知
事
は
、
歯
科
保
健
基
本
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
歯
科
保
健
に
関
す
る
学
識
経
験
者
及
び
保
健
等
業
務
従
事
者
等
の
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
、

県
民
及
び
市
町
村
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 

３
 
知
事
は
、
歯
科
保
健
基
本
計
画
を
定
め
た
と
き
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
こ
れ
を
県
民

に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

４
 
知
事
は
、
歯
科
口
腔
保
健
に
関
す
る
施
策
の
進
捗
及
び
社
会
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
歯
科
保
健
 

基
本
計
画
を
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
見
直
す
も
の
と
す
る
。
 

（
財
政
上
の
措
置
）
 

第
八
条
 
県
は
、
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
 

そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 

附
 
則
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

（
健
康
増
進
課
）
 

 福
島
県
条
例
第
五
十
三
号
 

福
島
県
食
品
衛
生
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

福
島
県
食
品
衛
生
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。
 

別
表
第
二
の
二
の
表
飲
食
店
営
業
の
項
建
物
の
構
造
の
欄
２
中
「
配
膳
室
」
を
「
配
膳
室
」
に
、
「
配

膳
設
備
」
を
「
配
膳
設
備
」
に
改
め
、
同
欄
５
を
同
欄
６
と
し
、
同
欄
４
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

５
 
生
食
用
食
肉
（
牛
の
食
肉
（
内
臓
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
生
食
用
と
し
て
販
売
す
る
も
の
に
限

る
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
加
工
又
は
調
理
を
す
る
営
業
に
あ
っ
て
は
、
生
食
用
食
肉

取
扱
場
（
他
の
設
備
と
区
分
さ
れ
た
生
食
用
食
肉
の
加
工
又
は
調
理
の
た
め
の
専
用
の
設
備
を
備
え

た
衛
生
的
な
場
所
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
設
け
て
あ
る
こ
と
。
 

別
表
第
二
の
二
の
表
飲
食
店
営
業
の
項
食
品
取
扱
設
備
並
び
に
給
水
設
備
及
び
汚
物
処
理
設
備
の
欄

４
㈠
中
「
充
て
ん
機
」
を
「
充
塡
機
」
に
改
め
、
同
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
 

５
 
生
食
用
食
肉
の
加
工
又
は
調
理
を
す
る
営
業
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
生
食
用
食
肉
の
加
工
又

は
調
理
の
た
め
の
専
用
の
設
備
等
（
調
理
の
み
を
す
る
営
業
に
あ
っ
て
は
、
㈠
か
ら
㈢
ま
で
に
掲
げ

る
調
理
の
た
め
の
専
用
の
設
備
等
）
が
生
食
用
食
肉
取
扱
場
に
備
え
て
あ
る
こ
と
。
 

㈠
 
加
工
又
は
調
理
に
必
要
な
設
備
及
び
器
具
 

㈡
 
器
具
の
洗
浄
及
び
消
毒
に
必
要
な
設
備
 

㈢
 
せ
っ
け
ん
を
備
え
た
流
水
式
手
洗
い
設
備
及
び
手
指
消
毒
用
の
設
備
 

㈣
 
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
（
昭
和
三
十
四
年
厚
生
省
告
示
第
三
百
七
十
号
）
に
規
定
す
る

生
食
用
食
肉
の
加
工
基
準
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
加
工
基
準
」
と
い
う
。
）
を
満
た
す
の
に

十
分
な
能
力
を
有
す
る
、
生
食
用
食
肉
を
加
熱
殺
菌
す
る
た
め
の
設
備
 

㈤
 
加
熱
殺
菌
の
温
度
を
正
確
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
 

㈥
 
加
工
基
準
を
満
た
す
十
分
な
能
力
を
有
す
る
、
加
熱
殺
菌
後
の
生
食
用
食
肉
を
冷
却
す
る
た
め

の
設
備
 

別
表
第
二
の
二
の
表
食
肉
処
理
業
の
項
建
物
の
構
造
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
 

４
 
生
食
用
食
肉
の
加
工
又
は
調
理
を
す
る
営
業
に
あ
っ
て
は
、
生
食
用
食
肉
取
扱
場
が
設
け
て
あ
る

こ
と
。
 

別
表
第
二
の
二
の
表
食
肉
処
理
業
の
項
食
品
取
扱
設
備
並
び
に
給
水
設
備
及
び
汚
物
処
理
設
備
の
欄

１
中
「
剝
皮
機
」
を
「
剝
皮
機
」
に
改
め
、
同
欄
７
及
び
８
中
「
充
て
ん
設
備
」
を
「
充
塡
設
備
」
に

改
め
、
同
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
 

10
 
生
食
用
食
肉
の
加
工
又
は
調
理
を
す
る
営
業
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
生
食
用
食
肉
の
加
工
又

は
調
理
の
た
め
の
専
用
の
設
備
等
（
調
理
の
み
を
す
る
営
業
に
あ
っ
て
は
、
㈠
か
ら
㈢
ま
で
に
掲
げ

る
調
理
の
た
め
の
専
用
の
設
備
等
）
が
生
食
用
食
肉
取
扱
場
に
備
え
て
あ
る
こ
と
。
 

㈠
 
加
工
又
は
調
理
に
必
要
な
設
備
及
び
器
具
 

㈡
 
器
具
の
洗
浄
及
び
消
毒
に
必
要
な
設
備
 

㈢
 
せ
っ
け
ん
を
備
え
た
流
水
式
手
洗
い
設
備
及
び
手
指
消
毒
用
の
設
備
 

㈣
 
加
工
基
準
を
満
た
す
十
分
な
能
力
を
有
す
る
、
生
食
用
食
肉
を
加
熱
殺
菌
す
る
た
め
の
設
備
 

㈤
 
加
熱
殺
菌
の
温
度
を
正
確
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
 

㈥
 
加
工
基
準
を
満
た
す
十
分
な
能
力
を
有
す
る
、
加
熱
殺
菌
後
の
生
食
用
食
肉
を
冷
却
す
る
た
め

の
設
備
 

別
表
第
二
の
二
の
表
食
肉
販
売
業
の
項
建
物
の
構
造
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
 

１
 
店
舗
に
は
、
処
理
室
が
設
け
て
あ
り
、
間
仕
切
り
等
に
よ
り
区
画
し
て
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
包

装
さ
れ
た
食
肉
を
そ
の
ま
ま
販
売
す
る
場
合
に
は
、
処
理
室
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
生
食
用
食
肉
の
加
工
又
は
調
理
を
す
る
営
業
に
あ
っ
て
は
、
生
食
用
食
肉
取
扱
場
が
設
け
て
あ
る

こ
と
。
 

別
表
第
二
の
二
の
表
食
肉
販
売
業
の
項
食
品
取
扱
設
備
並
び
に
給
水
設
備
及
び
汚
物
処
理
設
備
の
欄

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
 

５
 
生
食
用
食
肉
の
加
工
又
は
調
理
を
す
る
営
業
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
生
食
用
食
肉
の
加
工
又

は
調
理
の
た
め
の
専
用
の
設
備
等
（
調
理
の
み
を
す
る
営
業
に
あ
っ
て
は
、
㈠
か
ら
㈢
ま
で
に
掲
げ

る
調
理
の
た
め
の
専
用
の
設
備
等
）
が
生
食
用
食
肉
取
扱
場
に
備
え
て
あ
る
こ
と
。
 

㈠
 
加
工
又
は
調
理
に
必
要
な
設
備
及
び
器
具
 

㈡
 
器
具
の
洗
浄
及
び
消
毒
に
必
要
な
設
備
 

㈢
 
せ
っ
け
ん
を
備
え
た
流
水
式
手
洗
い
設
備
及
び
手
指
消
毒
用
の
設
備
 

㈣
 
加
工
基
準
を
満
た
す
十
分
な
能
力
を
有
す
る
、
生
食
用
食
肉
を
加
熱
殺
菌
す
る
た
め
の
設
備
 

ぜ
ん

ぜ
ん

は
く
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㈤
 
加
熱
殺
菌
の
温
度
を
正
確
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
 

㈥
 
加
工
基
準
を
満
た
す
十
分
な
能
力
を
有
す
る
、
加
熱
殺
菌
後
の
生
食
用
食
肉
を
冷
却
す
る
た
め

の
設
備
 

附
 
則
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
の
二
の
表
飲
食
店

営
業
の
項
の
改
正
規
定
（
「
配
膳
室
」
を
「
配
膳
室
」
に
改
め
る
部
分
、
「
配
膳
設
備
」
を
「
配
膳
設

備
」
に
改
め
る
部
分
及
び
「
充
て
ん
機
」
を
「
充
塡
機
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
食
肉
処
理

業
の
項
の
改
正
規
定
（
「
剝
皮
機
」
を
「
剝
皮
機
」
に
改
め
る
部
分
及
び
「
充
て
ん
設
備
」
を
「
充
塡

設
備
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

（
食
品
生
活
衛
生
課
）
 

 福
島
県
条
例
第
五
十
四
号
 

福
島
県
租
税
特
別
措
置
法
第
二
十
八
条
の
四
等
の
規
定
の
施
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
 

福
島
県
租
税
特
別
措
置
法
第
二
十
八
条
の
四
等
の
規
定
の
施
行
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
福
島

県
条
例
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

第
一
条
第
二
項
の
表
四
の
項
中
「
又
は
第
三
十
九
条
の
七
第
九
項
」
を
削
り
、
同
表
五
の
項
中
「
又

は
第
三
十
九
条
の
七
第
十
一
項
」
を
削
る
。
 

附
 
則
 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

（
建
築
指
導
課
）
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